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汎用申請業務について
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汎用申請業務について
 汎用申請（HYS）とは・・・

添付ファイル（記入済の電子ファイル（指定様式））を添付し送信することで、税関手続を行うこと
ができる業務です。

 汎用申請変更（HYE）
汎用申請 （HYS）による申請後、許可・承認等の前に訂正を行う場合は、あらかじめ税関に
申し出た後、訂正・変更済の申請様式を添付し送信することにより、汎用申請の訂正を行う。
（許可・承認後はシステム処理不可）

 汎用申請照会（IHY）
「汎用申請（HYS）」または「汎用申請変更（HYE）」業務に係る情報を照会する事が出来ま

す。（汎用申請受理番号にて照会）
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＊添付ファイル形式 ：添付ファイルに利用可能な拡張子（大文字、小文字は問わない）
・“ txt “,“ doc “, “ docx “, “ ppt “, “ pptx “, “ xml “, “ htm “, “ html “, “ rtf “, “ jtd “,

“ xls “, “ xlsx “, “ csv “, “ jpeg “, “ jpe “, “ jpg “, “ tif “, “ tiff “, “ bmp “, “ gif “, “ png “,
“ pdf “, “ jet “

＊１業務に送信できる合計容量 ： 10MB以下

添付ファイルの形式・個数・容量

以下の業務を除いて、申請手続種別コード単位で一申請ごとに申請を行うこととなる。
申請手続種別コード「Ｇ９１」免税物品輸入申告（３８０申告・輸入）、「Ｇ９２」軍納物品輸入申告
（３８１申告・輸入）、「Ｇ９３」輸入ドキュメント通関申告、「Ｇ９４」免税物品輸出申告（３８０
申告・輸出）、「Ｇ９５」軍納物品輸出申告（３８１申告・輸出）及び「Ｇ９６」輸出ドキュメント通
関申告については、一申告ごとに申請を行うこと。（第６次NACCSからの新規汎用申請業務）

申請の単位



汎用申請一覧（抜粋）

 汎用申請一覧（抜粋）
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汎用申請業務の処理の流れ
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汎用申請控
情報

手数料の納付がない場合

許可・承認
情報

汎用申請
（HYS）業務

税関申請者

審査終了

汎用申請
変更控情報

汎用申請変更
（HYE）業務

当初申請の場合

申請変更の場合

申請変更は、税関が審
査終了を行うまでの間、
登録可能ですが、事前
に税関に申し出る必要
があります。

汎用申請業務は時間外執務要請届（ＯＳＡ）業務の対象外
であることから、開庁時間外に事務の執行の求めが必要と
なる手続を行う場合は、あらかじめ税関に連絡した上で、
「汎用申請」業務（業務コード：ＨＹＳ）を利用して時間外執
務要請届の提出を行う必要があります。



汎用申請業務の処理の流れ
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手数料の納付がある場合

汎用申請（ＨＹＳ）業務

税関申請者

最寄のATM等から
手数料の納付

許可・承認
情報

汎用申請
控情報

納付番号通知情報 審査終了

納付する手数料額の変更の場合

申請変更は、税関が審
査終了を行うまでの間、
登録可能ですが、事前
に税関に申し出る必要
があります。

当初申請の場合

汎用申請手数料納付
申請控情報

汎用申請手数料納付
申請（RPC）業務

汎用申請手数料納付
申請変更控情報

汎用申請手数料納付
申請変更（RPE）業務



汎用申請業務
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ⅰ 「汎用申請」タブをクリックすることにより、NACCS掲示板 汎用申請関係が表示されます。

① 汎用申請業務を行う手続にかかる税関様式を確認します。

ⅱ 申請する手続名称をクリックす
ると、NACCS掲示板の業務コー
ド集 汎用申請関係 画面に展
開します。



汎用申請業務
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②
税関様式を保存します。

ⅰ 申請する手続の申請様式番号をクリックし、「保存」を選択すると【名前を付けて保存】
ダイアログが展開します。

ⅱ 適宜、保存場所を指定して保存します。



汎用申請業務
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上書き保存

③ 税関様式に必要事項を入力し「上書き保存」します。

保存したファイルを開くとWord又はExcel
形式で税関様式が展開しますので、必要
箇所を入力したうえで上書き保存します。



汎用申請業務
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④ 汎用申請業務を実施します。

ⅰ 汎用申請に係る業務コード「HYS」を入力のうえ、「OK」ボタンをクリックすると、汎用申請業務の
入力画面が展開します。



汎用申請業務
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ⅱ 展開した業務画面に必要項目を入力します。

事務取扱要領を参照し、申請に関する必要事項を入力します。

通関部門に申請する場合は申請先部門
を入力します。
それ以外の申請は入力不可。
【入力例】
通関１部門：01
通関12部門：12

汎用申請手続一覧にある申請手続種別
コードを入力します。
【入力例】
不開港入港届出（外国貿易船）：K01



汎用申請業務
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ⅲ 「添付ファイル追加」ボタンをクリックすると【ファイルを開く】ダイアログが展開されますので、
申請する手続きファイルを選択のうえ「開く」ボタンをクリックします。

添付ファイル追加 ⅳ 「添付ファイル」欄に添付したファイル名が標記さ
れたことを確認の上、「送信」ボタンをクリックします。



汎用申請業務

13

○添付した書類を確認したい場合は ○添付した書類を削除したい場合は

①添付ファイルにある対象の書類を選択します。 ①添付ファイルにある対象の書類を選択します。

②「ファイル（F)」→「添付（T）」→「開く（O）」をクリック
すると、選択した書類が開きます。

②「ファイル（F)」→「添付（T）」→「削除（D）」をクリック
すると、選択した書類が削除されます。



汎用申請業務
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ⅴ 業務が正常終了した場合、汎用申請控情報が出力されます。

「帳票取出業務連動」の設定をしていない場合は、「即時電文取出」を行います。



汎用申請手数料等納付申請業務
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汎用申請手数料等納付申請業務を実施します。①
ⅰ 汎用申請手数料等納付申請に係る業務コード「RPC」を入力の上、「OK」ボタンをクリックすると、
業務入力画面が展開します。



汎用申請手数料等納付申請業務
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ⅱ 業務画面に必要事項を入力します。

手数料額の算定根拠等を入力します。

汎用申請手数料納付申請呼出し業務（RPD）により、汎用申請業務で申請した
内容を呼び出すことも可能です。

納付する手数料額を入力します

汎用申請業務により出力された汎用
申請控情報に記載されている汎用申
請受理番号を入力します。



汎用申請手数料等納付申請業務
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ⅲ 業務が正常終了した場合、納付番号通知情報（手数料）が出力されます。

納付する際には情報が必要となります。
○納付番号（手数料）
○確認番号
○収納機関番号
○手数料合計金額



汎用申請手数料等納付申請業務
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ATMのほか、金融機関が提供する各
チャネルを通じて収納サービスを利用
することが可能です。

電話 携帯電話 ＰＣ 銀行窓口

納付番号通知情報（手数料）により手数料を納付します。②

ⅱ 納付が確認されると事務所へ許
可・承認情報が送信されます。

ⅰ 最寄りのATMから納付番号通知
情報（手数料）を元に
・納付番号
・確認番号
・収納機関番号

等を入力し、手数料を納付します。



汎用申請照会業務
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汎用申請照会（IHY）業務の入力画面を展開し、汎用申請受理番号を入力
することにより、申請内容を確認することができます。



汎用申請手数料納付申請照会業務
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汎用申請手数料納付申請照会（RPS）業務の入力画面を展開し、汎用申請受理番号
を入力することにより、申請内容を確認することができます。

※各項目の出力内容については、RPC業務の入力事項をご参照ください。
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ＷｅｂＮＡＣＣＳでの汎用申請関連業務

2020年3月より、WebNACCSでも汎用申請関連業務が実施できるようになりました。

①WebNACCSへログインし、「汎用申請関連業務へ」をクリック

②実施したい業務をクリックし、入力画面を展開

③パッケージソフトと同じ要領で必要事項を入力し、

下部にファイルを添付して送信
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輸出・輸入ドキュメント通関申告について

＊申請手続種別コード「Ｇ９３」輸入ドキュメント通関申告及び「Ｇ９６」輸出ドキュメント通関申告（以下「ＤＯＸ申
告」という。）を行う場合は、次による。
イ 予備申告を行う場合
(ｲ) 記事（「記事」欄）に次の事項を入力する。

Ａ 予備申告日
予備申告日を「予 MM/DD」と入力する。

Ｂ 本申告予定日
本申告予定日を「本 MM/DD」と入力する。

Ｃ 自由化申告
自由化申告の場合は、「自由化申告」と入力する。

Ｄ 担当者
担当者名を入力する。

Ｅ 担当者連絡先
申請者電話番号（「申請者電話番号」欄）を入力した場合は不要。

(ﾛ) 税関が検査（貨物確認）指定した場合
申請者が検査（貨物確認）指定された貨物をＨＡＷＢごとに輸入申告及び輸出申告（申告貨物識別（「貨物識別」欄）

「Ｓ」（ＳＰ貨物））に切り替える場合、輸入申告手続は、税関手続関連（航空編）-通関関係手続-第１章第１節（輸入
申告手続）、輸出申告手続は、税関手続関連（航空編）-通関関係手続-第２章第２節（輸出申告手続）の定めるところに
よる。

(ﾊ) 本申告への切替え
Ａ 検査（貨物確認）指定がある場合

本申告となった旨を口頭もしくは電話等で税関に連絡する。
なお、「汎用申請変更」業務（業務コード：ＨＹＥ）を利用して、検査（貨物確認）対象となったＨＡＷＢを削除した

申告書等を添付のうえ送信した場合は、記事（「記事」欄）には、次の事項を入力する。

輸出・輸入ドキュメント通関申告
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(A) 予備申告日
予備申告日を「予 MM/DD」と入力する。

(B) 本申告日
本申告日を「本 MM/DD」と入力する。

(C) 自由化申告
自由化申告の場合は、「自由化申告」と入力する。

(D) 担当者
担当者名を入力する。

(E) 担当者連絡先
申請者電話番号（「申請者電話番号」欄）を入力した場合は不要。

(F) 検査（貨物確認）指定貨物について、「検査対象はSP 申告に切替え」等を入力する。
Ｂ 検査（貨物確認）指定がない場合

本申告となった旨を口頭もしくは電話等で税関に連絡する。

ロ 予備申告を行わない場合
(ｲ) 記事（「記事」欄）に次の事項を入力する。
Ａ 本申告日

本申告日を「本 MM/DD」と入力する。
Ｂ 自由化申告

自由化申告の場合は、「自由化申告」と入力する。
Ｃ 担当者

担当者名を入力する。
Ｄ 担当者連絡先

申請者電話番号（「申請者電話番号」欄）を入力した場合は不要。
(ﾛ) 税関が検査（貨物確認）指定した場合

上記イ(ﾛ)の場合と同様。
(ﾊ) 検査（貨物確認）指定に伴う変更申請

「汎用申請変更」業務（業務コード：ＨＹＥ）を利用して、検査（貨物確認）対象となったＨＡＷＢを削除した申告書等
を添付のうえ送信した場合、記事（「記事」欄）には、次の事項を入力する。

輸出・輸入ドキュメント通関申告
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Ａ 本申告日
本申告日を「本 MM/DD」と入力する。

Ｂ 自由化申告
自由化申告の場合は、「自由化申告」と入力する。

Ｃ 担当者
担当者名を入力する。

Ｄ 担当者連絡先
申請者電話番号（「申請者電話番号」欄）を入力した場合は不要。

Ｅ 検査（貨物確認）指定貨物について、「検査対象はSP 申告に切替え」等を入力する。

検査（貨物確認）の場合の処理イメージ

輸出・輸入ドキュメント通関申告
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３８０申告（輸出・輸入）、３８１申告（輸出・輸入）について

申請手続種別コード「Ｇ９１」免税物品輸入申告（３８０申告・輸入）、「Ｇ９２」軍納物品輸入申告（３８１申告・輸
入）、「Ｇ９４」免税物品輸出申告（３８０申告・輸出）及び「Ｇ９５」軍納物品輸出申告（３８１申告・輸出）を行う場
合は、記事（「記事」欄）に次の事項を入力する。

イ 本申告日
本申告日を「本 MM/DD」と入力する。

ロ 自由化申告
自由化申告の場合は、「自由化申告」と入力する。

ハ 担当者
担当者名を入力する。

ニ 担当者連絡先
申請者電話番号（「申請者電話番号」欄）を入力した場合は不要。

380・381申告
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